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令和６年度 重点目標達成のためのアクションプラン 
                                                              氷見市立十二町小学校 
＜本年度の重点目標＞ 

「伝え合い」 ～進んで思いや考えを伝え合う子供の育成～ 

 アクションプラン１ アクションプラン２ 

重点課題 確かな学力の育成 豊かな心の育成 

前年度
の課題 

・教材の提示の仕方や子供の思いを大切にした課題の設定をしたことで、子供は主体的に学習に取

り組むことができた。一方、授業において、自分の思いや考えを話したり書いたりすることが苦

手な子供が多かった。今年度は定期的に「対話タイム」を行う。一人一人が思いや考えを伝え合

う場を設定し、話す機会を確保するとともに互いに聴き合う環境を築いていくことができるよう

にする。 

・挨拶運動中は、挨拶をする子供が増えたが、挨拶運動が儀式化し、「自分から進んで」「相手の

目を見て」「会釈をして」等、気持ちのよい挨拶を全校に広げることができなかった。今年度は、

子供たちが主体となって挨拶運動ができるよう、代表委員会で方策を考え、実践していく。また、

実践について振り返る方法や掲示物を工夫し、自分や友達のよいところを捉えるとともに、学校

全体に気持ちよい挨拶を広げていくようにする。 

具体的な 

達成目標 

 

（数値目標） 

進んで思いや考えを話すことができる 

（75％以上） 

（児童自己評価・保護者評価：４段階評価のＡ

・Ｂ評価） 

気持ちのよい挨拶をすることができる 

（85％以上） 

（児童自己評価・保護者評価：４段階評価のＡ 

・Ｂ評価） 

行動Ⅰ 

（方策） 
＜方策１＞ 

・自分の思いや考えを伝えられるよう、定期的

に「対話タイム」を行い、自分の言葉で話す

機会を確保する。 

＜方策２＞ 

・自分の思いや考えを相手に分かりやすく伝え

ることができるよう、「話型」を各教室に掲

示し、その言葉を生かして話ができるように

する。 

＜方策１＞ 

・子供たちが主体となって挨拶運動を進めること

ができるよう、挨拶について代表委員会で方策

を考え、継続して実践・振り返りを行う。 

＜方策２＞ 

・挨拶の輪を広められるよう、自分の挨拶の仕方

を振り返り、自己評価できる「あいさつカード」

を活用する。また、気持ちのよい挨拶をしてい

る友達を伝えることができるカードを用意し、

「ほかほかあいさつの木」に掲示していく。 

中間評価 〈方策１〉 
    Ａ 

〈方策２〉 
Ｂ 

〈方策１〉 
Ａ 

〈方策２〉  
Ｂ 

・１学期の対話タイムでは、学校行事等に関す
る内容を学級で話し合った。月に１回、学級
で話し合った内容を家庭でも話し合い、ワー
クシートに子供と保護者が振り返りを書い
た。子供へのアンケート「対話タイムで目を
見たり、うなずいたりしながら友達の話を聞
いていたか」「対話タイムで自分の思ったこ
とや考えたことを分かりやすく話すことがで
きたか」「対話タイムで友達に質問すること
ができたか」では、３項目全てのＡＢ評価が
75％以上であった。子供たちは対話タイムを
通して、自分の思いや考えを伝えること、友
達の話を聞き、質問することができたと捉え
ており、今後も継続していく必要がある。 

・１学期に詳しく話すことや質問をするための
「話型」を各教室に掲示した。子供へのアン
ケート「話型を基に理由を伝えるなど、詳し
く話すことができたか」では、ＡＢ評価は 84
％であったが、Ａ評価は 32％と低かった。保
護者へのアンケート「家庭での対話タイムで
いつ、どこで、誰とや理由を踏まえて詳しく
話していたか」では、ＡＢ評価は 75％であっ

・「学校、家庭、地域で気持ちのよい挨拶をして
いる」と答えた子供は、85％以上であった。ま
た、「家庭で挨拶をしている」と答えた保護者
は、85％以上であった。各学級、代表委員会、
６年生で挨拶の仕方について話合い、重点ポイ
ントを決め挨拶週間を行ったことで、子供たち
は意識して取り組んでいたと考える。一方で、
「子供は地域の人に挨拶をしている」と答えた
保護者は、63％であった。また、「学童や地域
で気持ちのよい挨拶をしている」と答えた子供
は 87％であったが、その内Ａ評価が 38％と低か
った。今後、学校だけでなく地域の方にも気持
ちのよい挨拶ができるようにしていきたい。 

・「ほかほかあいさつの木」を設け、挨拶につい
て自分ができたことや挨拶のよさについて記
入したカードを玄関ホールに掲示したことで、
気持ちのよい挨拶への意欲が高まった。また、
気持ちのよい挨拶をしている友達を紹介する
カードも一緒に掲示したことで、自他のよさに
気付き、これからも気持ちのよい挨拶をしてい
こうとする意欲につながった。 
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たが、Ａ評価は 13％であった。授業や対話タ
イム等で話しにくい子供には「話型」を活用
する機会を増やしたり、「話型」を基に話の
構成を考えたりするなど、詳しく話すことが
できるよう活用方法を検討する必要がある。 

中間評価公表 ホームページ・学校だより 

行動Ⅱ 

（方策） 

＜方策１＞ 

・自分の思いや考えを詳しく伝えられるよう、
対話タイムでは、話型を基に話の構成を考え
たり、話す順序を工夫したりして話す。 

＜方策２＞ 

・一人一人の話す機会を確保し、自分の思いや
考えを詳しく伝えられるよう、学習の目的に
応じて人数や構成、時間を吟味してペア・グ
ループ学習で話合いを行う。 

＜方策１＞ 
・子供たちが進んで気持ちのよい挨拶ができるよ

う、６年生や代表委員を中心に、挨拶に関する
現状や課題、方策等を話し合い、子供たちの実
態に応じた目標を設定し、挨拶運動を行う。 

＜方策２＞ 
・気持ちのよい挨拶をしようと意識付けできるよ

う、重点ポイントについて振り返る「あいさつ
カード」を用いる。また、「あいさつカード」
に書かれた内容を適宜放送し、子供たちに友達
のよさを伝える。 

総合評価 〈方策１〉 
Ａ 

〈方策２〉 

Ａ 

〈方策１〉 

Ａ 
〈方策２〉  

Ａ 

＜達成目標＞ 

Ａ 
＜達成目標＞ 

Ａ 

・「全員に聞こえる声の大きさや速さで話すこ
とができたか」「話型を基に詳しく話すこと
ができたか」では、ＡＢ評価で 75％以上であ
った。２学期の対話タイムでは、話型を基に
順序を工夫したり、詳しく話したりできるよ
う、板書等で大切な視点を事前に示したこと
が有効であったと考える。 

・「目を見たり、うなずいたりしながら友達の
話を聞いていたか」「友達に質問することが
できたか」では、ＡＢ評価が 85％以上であっ
た。対話タイムや授業で一人一人が話す機会
を多く確保したり、グループの構成を工夫し
たりしたことで、友達の考えをよく聞き、質
問することができたと実感できたからと考
える。また、子供たちの聞く意識や態度が向
上し、安心して話せる環境ができ、一人一人
が進んで思いや考えを話している姿がみら
れるようになった。 

・６年生や代表委員を中心に、挨拶運動の課題、
方策を話し合い、重点ポイントを明確にしたこ
とで、｢気持ちのよいあいさつをしている｣と答
えた子供は、90％以上であった。また、｢子供
は地域の人に挨拶をしている｣と答えた保護者
は、１学期よりＡＢ評価合わせて 22％増えた。
２学期は、学校行事等で地域の方とふれあう機
会が多く、実際に子供たちが挨拶をしている姿
を見る機会が増えたため、保護者は子供が気持
ちのよい挨拶ができていると実感できたから
と考える。 

・｢あいさつカード｣を用い、自分の挨拶を振り
返ったり友達の挨拶のよさを放送で伝えたり
したことで、自分も気持ちのよい挨拶をしよ
うとする意欲につながったと考える。 

年度末評

価公表 

ホームページ・学校だより 

次年度へ

の課題 

・教室に「話型」を掲示したことによって「話
型を基に理由を伝えるなど、詳しく話すこと
ができた」では、Ａ評価は 26％であった。子
供が詳しく話したり、できたと実感したりす
るためには、教師が問い返したり、子供の話
し方でよかった点を具体的に伝えたりする
必要がある。 

・学習の振り返り等、書くときにも「話型」を
活用することで、順序や理由等を踏まえた詳
しい文章を書く力を話す力とともに高めて
いく必要がある。 

・１学期よりも子供・保護者ともにＤ評価がわず
かに増えたため、その部分にも焦点を当てた取
り組みを工夫し、気持ちのよい挨拶ができる子
供を増やしていきたい。 

・持続可能な十二町地区を目指すためにも、今後
も地域の方への挨拶する子供が増えるよう取
り組んでいく必要がある。 

 

 

 

【評価基準】 

・「方策」   Ａ…目標達成に効果があった  Ｂ…目標達成にやや効果があった 

        Ｃ…目標達成にあまり効果がなかった Ｄ…目標達成に効果がなかった 

・「総合評価」 Ａ…達成した Ｂ…ほぼ達成した Ｃ…現状維持 Ｄ…現状より悪くなった 

 

 


